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日本の高齢化社会の現状 

２０５５年には７５歳以上が２７％へ 

2005年 

東京大学政策ビジョン研究センター 東京大学ジェロントロジー寄付研究部門資料 

80歳以上でも健康な高齢者が半数 

◆健康な高齢者の増加 
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高齢者の運転免許保有者の推計 
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 総人口 127,636千人 

※単位は千人 

 総人口 121,136千人 

高
齢
者 

出典：年齢層別人口…総務省統計局月報（平成17年１月確定値） 
    免許保有者数…警察庁『運転免許統計』 

出典：年齢層別人口…国立社会保障・人口問題研究所『日本の将来                 
推計人口』（H14/1推計）（中位推計値） 
    免許保有者数… 『運転免許統計』データをもとに推計 

年齢層別人口と免許保有者数 
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◆今後は総人口減少の中で、高齢者の免許保有率が高まる 



高齢ドライバーによる交通事故件数の推移 

 ◆高齢ドライバーによる交通事故は年々増加 
  ⇒2012年、初めて65歳以上の高齢者の交通事故死亡者数が全体の半数超え(51.3%） 

(出典)警察庁資料「平成 23年中の交通死亡事故の特徴及び 
     道路交通法違反取締状況について」  

     高齢者による交通事故件数の推移(各年12月末） 
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高齢者の外出に対する意識 

◆現在も将来も外出したいという気持ちが強い 
◆体の機能低下等により外出が不便になる不安を感じている 

出典：第一生命経済研究所ライフデザインレポート（2011年7月） ５ 



超高齢社会における安心・安全な移動の実現に向けて 

スマートコミュニティ 
Ｉ Ｔ Ｓ 

（高度道路交通システム） 
 

① 高齢者ドライバーの特性に対応した 
    安心、安全なクルマ作りと普及 

② 高齢者の移動（生活）を支える 
    モビリティを軸とした社会システム構築 

高齢者の移動機会を社会全体で支え、高齢者が活き活きと 
生活できる活力ある社会の実現をサポートする 

６ 



ITS（Intelligent Transport System）とは、道路交通が抱える
事故・渋滞や環境問題など様々な問題を最先端の情報通
信（情報化）と制御技術（知能化）により解決するシステム 

I  T  S  と  は 

７ 



高齢ドライバーの身体的特性 

①知覚機能 
 －有効視野の狭小化－ 

②情報処理能力 
 －反応時間の遅れ、個人差の拡大－ 

高齢者は左右50度以上で 
見落とし増加 

出典：高齢ドライバの運転特性と支援技術 
    高速道路と自動車, 44-11, p45-48, 2001年11月 

室内実験において、LED点灯への 
ボタン押しにより、エラーと反応時間を測定 

見通しの悪い交差点からの交差車飛出しに 
対する回避行動を分析 

高齢ドライバーは回避の成功には 
より長い余裕時間が必要（個人差大） 
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トヨタの統合安全コンセプト（１） 

ﾚｰﾀﾞｰｸﾙｰｽﾞ 
ｺﾝﾄﾛｰﾙ 

ﾚｰﾝｷｰﾋﾟﾝｸﾞｱｼｽﾄ 

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ 
ﾊﾟｰｷﾝｸﾞｱｼｽﾄ 

G-Book 
G-Link 

ブラインド 
コーナー 
モニター 

ナビ協調 
システム 

ﾊﾞｯｸｶﾞｲﾄﾞ 
ﾓﾆﾀｰ 

車線逸脱警報 

車間距離警報 

インフラ協調 
システム 

ﾌﾟﾘｸﾗｯｼｭ 
ｾｰﾌﾃｨｼｽﾃﾑ 

VD I M 
ﾌﾞﾚｰｷｱｼｽﾄ 

VSC 
ABS 

GOA 

予防安全 プリクラッシュセーフティ 衝突安全 

衝突 

パーキング 救助 
情報提供・運転負荷軽減 警報・事故回避操作支援 被害軽減 乗員保護 救命 

ヘルプ 
ネット 

シートベルト 
エアバッグ 

ﾌﾟﾘｸﾗｯｼｭ 
ｾｰﾌﾃｨｼｽﾃﾑ 
（後方対応） 

(出典） 「トヨタのＩＴＳの取り組み」パンフレットより 
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認知 
ドライバーの状態 

（顔向きなど） 
車両挙動など 車間距離、歩行者など 

操作 
車両の制御 光・通信・音など 表示・音など 

判断 
DSS コンピュータ 

（危険の大きさに応じた最適な制御） 

DSS: Driver Support System 

トヨタの統合安全コンセプト（２） 

１０ ２ 



ステレオ カメラ 

ヨーレート＆加速度センサー 

ブレーキストロークセンサー 

前方ミリ波レーダー 

ドライバーモニター カメラ 

後方ミリ波レーダー 

ブレーキ圧センサー 操舵トルクセンサー 

車輪速センサー 

操舵角センサー 

ブレーキアクチュエータ 

プリクラッシュインテリジェント 
ヘッドレスト 

プリクラッシュ 
 シートベルト 

AVS 

VGRS 電動パワー 
ステアリング 

DSSコンピュータ 

認 知 

判 断 

操 作 

(出典） トヨタ自動車技術資料より、抜粋作成 ＊認知・判断・操作の各役割を担う機能を、赤字：認知、緑字：判断、青字：操作で表示 
１１ 



歩行事故対策例 ～ﾌﾟﾘｸﾗｯｼｭｾｰﾌﾃｨｼｽﾃﾑ（PCS）～ 

１２ 



インフラ協調システムの実用化 

周辺車両存在情報提供 歩行者存在情報提供 

車車間・路車間・歩車間通信＋ｾﾝｻｰ等による運転支援システム
の実用化⇒700MHz帯の電波を利用した次世代運転支援システム 

１３ 



高齢ドライバーの車の使い方 

◆高齢者は近距離運転が中心であり、乗車人数は２名以下 

普段の運転距離 普段の乗車人員 

普段の運転距離は 
20km以下が80% 

普段の乗車人員は 
1人が40%、2人が54% 

出典：高齢者にやさしい自動車開発委員会報告書 

14 



高齢者にやさしい二人乗り小型車のイメージ 

○小回りが利いて運転しやすい車両 
○高齢者のニーズが高かった支援機能を選択 
○高齢者に魅力的な車体デザイン 

出典：高齢者にやさしい自動車開発委員会報告書 １５ 



スマートコミュニティ Ｉ Ｔ Ｓ 
（高度道路交通システム） 

 

① 高齢者ドライバーの特性に対応した 
    安心、安全なクルマ作りと普及 

② 高齢者の移動（生活）を支える 
    モビリティを軸とした社会システム構築 

高齢者の移動機会を社会全体で支え、元気な高齢者が活動 
する活気のある社会の実現をサポートする 

超高齢社会におけるITSとスマートコミュニティー対応 

１６ 



家庭内エネルギー利用最適化 

社会全体の 
エネルギー利用最適化 

低炭素交通システム 

商業・公共施設等の 
エネルギー利用最適化 

豊田市実証実験の全体像 

１７ 

◆無理なく 無駄なく QoL（生活の質）を 
 落とさず 快適なエコライフを実現 



出発地 

目的地駅 

情報端末 

小型EV 電動ｱｼｽﾄ 
自転車 

シェアリング用 
パーキング 

公共交通 

ワンマイルモビリティ 
シェアリング 

PCやｽﾏｰﾄﾌｫﾝから予約 

豊田市駅 

移動のリコメンド 

＋ 

インセンティブ 

需給情報に基づく 

サービス計画・管理 

目的地 

パーク＆ライド（Ｐ

＆Ｒ） 

スマートモビリティパーク 

小型EV、パーソナルモビリティ 

電動自転車のシェアリング 

充電・情報ステーション 

P&R用 

パーキング 

１８ 

多様で快適な移動手段の提供 ～これからの取り組み 

http://203.179.57.218/sozai/smnl/gu_mantan01_new/240/BUL1001.GIF


今までなかったルートを行こう。 
「ハーモ ナビ」 

大規模なインフラ投資や金銭的なインセンティブに依存しすぎない、 
市民参加・協調型の、人にも街にも、社会にも優しい移動 

市民が自然に「移動のあり方」を変える、 
「パーソナルな乗り物」と「公共交通」のサポートサービス 

乗りたい時にちょっとだけ乗る。 
「ハーモ ライド」 

の狙い 
新モビリティシェアリング 

１９ 



「ハーモ ナビ」の様々な機能・サービス 

交通事業者の 
増便等の対策を促進 

地域エネマネとも連携 

稼動中 

’13年以降実現予定 

需給に応じたDP（ｴｺﾎﾟｲﾝﾄ） 

エコルート利用者に 
ポイント付与 

クルマと公共交通機関を 
組合わせた最適ルート案内 

交通需要の先読み 
移動に関わる 

様々な情報収集 

おすすめルート 
プッシュ通知 

２０ 



乗りたい時にちょっとだけ乗る。「ハーモ ライド」 

公共交通と連携する、超小型ＥＶを用いたワンマイルモビリティ 

目的地 

公共交通から 

乗り換えラクラク 

目的地近くで 

乗捨て！ 

超小型EVで 

狭い街中もスイスイ、 

もちろんエコ 

自宅 

ハ ー モ ラ イ ド 

２１ 



安心・安全な移動の実現に向けた検討課題 

●複合的な視点でのモビリティー政策の立案 
  (視点：環境問題、交通安全、街の活性化、健康促進、移動の自由度確保） 
 
 そのための行政機能の横断的な連携。(地方自治体も同様） 
 
●実用化、実装効果を判断できる評価基準・評価の仕組み 
  ⇒例えば、移動による環境負荷(CO2削減)や交通事故の削減効果の見える化、 
    国民の便利度合等の評価指標をICTを活用して策定 
 
●クルマ本体の更なる改良 
     ⇒衝突・予防安全、パーソナルモビリティー、情報通信技術を活用した先端ITS技術等 
 
●IT・ITSを活用した街づくり 
  ⇒例えば、モビリティーマネジメントを行うための情報提供・管理基盤の構築、 
    都市計画と交通計画の融合等 

・・・・ 

２２ 



ご清聴ありがとうございました・・・ 
 
 ２３ 
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